
1 基本情報

2 利用状況を把握するための指標 3 令和３年度の収支状況 （単位：千円）

4 前年度の評価員会議の主な意見及び対応

令和３年度　指定管理者評価結果票

所     管     課 健康福祉部　障害福祉課

評価対象期間 R3.4.1 　 ～　R4.3.31 

指 定 管 理 者

名     称 社会福祉法人岐阜県福祉事業団

構 成 員 　　－

所 在 地 岐阜市下奈良２丁目２番１号

指定期間

施 設 概 要 
名     称 岐阜県立ひまわりの丘

所 在 地 関市桐ヶ丘３－２

R3.4.1 ～ R4.3.31

指 定 管 理 業 務 の 内 容

指標
利用者数
（単位：人）

収  入  計 845,276

利 用 料 金 714,311
Ｒ１ 6,147

指定管理料 123,560
Ｒ２ 4,495

そ   の   他 7,405
Ｒ３ 4,025

支  出  計 777,130

・児童福祉法（昭和22年法律第164号）第４２条に規定する障害児入所施設及び障害者の日常生活及び社会生活を
総合的に支援するための法律（平成17年法律第123号）（以下「障害者総合支援法」という。）第５条第１１項に規定
する障害者支援施設の管理運営を行い、知的障害者に障害児入所支援及び施設入所支援等の障害福祉サービス
を行う業務。
・障害者総合支援法第第５条第８項に規定する短期入所（児童福祉法第４条第２項に規定する障害児及び知的障
害者福祉法にいう知的障害者のうち１８歳以上である者に係るものに限る。）を行う業務。
・施設の管理に関すること。
・その他仕様書に定めること。

人   件   費 623,041

施設管理費 35,339

そ   の   他 118,750

差   　　　　　　  引 68,146

納　　 　付 　　　金 -

前年度の評価員会議の主な意見 対応状況

事件、事故の発生状況、対応がきめ細やかに報告されて
いるが、起った事後の件に対する対応となっている。報告
は第一であるが、この件を教訓にした前後の対応が増して
必要となる。

危機管理安全対策委員会を毎月１回開催し、事故及びヒヤリハット
の分析や対策後の検証を行い、フロア会議等で周知しています。

大規模施設の防災対策の見直しや検証に、常に取り組む
ことが望ましいこと。

大規模災害に備えて、ひまわりの丘として災害マニュアルを整備し
ています。また、災害時の事業継続計画（BCP）も整備しており、次
長連絡会が中心となり、都度見直しをしています。ひまわりの丘だ
けでなく、法人として体制整備に努めています。

※令和2年5月末にて第４学園廃止
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5 評価員会議による評価結果

＜評価基準＞

6 県による評価結果

＜評価基準＞

評      価      項      目 
評価点
(平均点)

評価員の主な意見

管理基準の充足状況 3.0
・利用者の権利擁護に関する研修がなされている。
・第一学園の異食については、対象児へのチェックリスト等で丁寧に対応するこ
とを期待したい。

設置目的の充足状況 3.0
・強度行動障害のモデル施設としての役割を果たしつつあること。
・日本の施設は業務優先体制で、その中で真の利用者優先を取り組むには現状
で何ができるか触れていただきたい。生活者として生活すること、利用者の満足
が得られるにはなにができるか記述いただけると良い。

４ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされている

公共性の確保の状況 3.0
・入所施設の公益性や専門性を踏まえ、強度行動障害のある人や医療的ケアの
必要な人に対する支援を引き続き提供してほしい。また計画相談のモニタリング
頻度を増やしてほしい。

経営状況 3.4 ・コロナ禍でも健闘している。

派生的効果 2.8
・コロナ禍においても利用者の豊かな生活づくりに努めている。
・アフターコロナに向けて地域社会との連携強化、ボランティア等の開発に努め
てほしい。
・生活の質は数値では測れないので具体的な事例の記述があると良い。

５ 定書等に定める水準を上回る管理運営がなされており、かつ特筆すべき実績・成果を上げている

S 優れた管理運営がなされており、かつ十分な実績・成果を上げている

A 優れた管理運営がなされている

B 適正な管理運営がなされている

C 改善を要する

３ 協定書等に基づき、適切な管理運営がなされている

２ 協定書等に基づき、概ね適切な管理運営がなされているが、一部に更なる工夫や改善を要する

１ 改善を要する

最終評価 評価の考え方

A
・協定書に定めるサービス水準を満たし、適切に管理されている。
・利用者の権利擁護に関する研修がなされている。
・強度行動障害のモデル施設としての役割を果たしつつある。
・コロナ禍においても収支状況は安定している。
・コロナ禍においても利用者の豊かな生活づくりに努めている。


